




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Who Rode Away and Other Stories（馬で去った女）”で、1936年10月、唐錫如の訳で、これを表題
作とし、上海良友図書印刷公司から、７篇の短編集として出版されている。日本では1935年に宮西
豊逸訳がある。
82）上記注77に続き、蕭軍が心中を吐露している第三十四信注も大部分を以下に訳出しておく。
　健康な牛と病んだ驢馬が一緒に１台の車を引いたとしたら、その道中と結果において、結局
犠牲になるのは体をこわした驢馬ではなく、疲れ果てた牛の方だ！両方が元気でいることは難
しい。もし一緒でなければ、牛は牛の道を行き、驢馬は驢馬の道を行く……。
　我々は唯物主義者でなければならない。物質の基礎と客観的条件がすべての発展の道筋を決
定できるということを軽視できない。我々は現実を超越し、唯心的な、主観的な、精神を第一
とする、精神至上主義の観念論者になることはできないし、また自分が「曾て人であった動物」
であることを忘れ、自身を「純粋」な物質、「純粋」に動物的な、いわゆる卑俗な唯物主義者に
堕落させることもできない。人は道具を創造した動物であり、また倫理観と感情、道徳を以て
社会生活を営む動物でもある。健全な理知と美しい情操を有した動物であるはずだ。そうで
あってこそ「人」というこの概念と名称の、定義及び内包を充実させることができるのである。
　私と彼女の間では、自分たちの間に調和させられない様々な矛盾があることは、十分に分かっ
ていたし、理解していた。後の決別は、ほとんど必然であり、宿命的な悲劇として演じられな
ければならなかったのだ。共通の基礎は崩壊し、つなぎ止める条件は失われた！……私に残さ
れたのはただ歴史的な回顧の念のみである！蕭紅は、あるいはこの「回顧」についても、自身
の記憶の中に留めたり、何かの形式で表現することを望まなかった、あるいは敢えてしなかっ
たのかも知れない。──彼女はそういったものを恐れていたし、憎んでいた！彼女は歴史を超
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東京から──蕭紅書簡（下）
越し、それによって歴史を否定しようとした、誉れ高い独立した人だった！彼女の当時の現実
的な立場からすれば……ここに押し隠された心情を、私は完全に理解できる。
83）第三十二信にも、沈女士のところに泊まった、とある。
84）この手紙が実際に蕭紅の手紙に付されていたのかどうかは不明。
85）蕭軍によれば、彼が上海に出て来た後、軍は自分の家の近くに部屋を借りてやり、時々一緒に食事
をしたりした、と言う。「私は彼に上海のいろいろな場所を見せ、ほかのことを考える暇がないよう
にした。また彼の好みを聞いてみると、言語学が好きだと言う。そこでエスペラント学会に連れて
行き、エスペラントを学ばせた。私も曾てエスペラントの学習者だったから（ほかの外国語と同様、
出来は悪かったが）」（35）。注52参照。
